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財務・事業成績の推移

みます。
です。
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令
和
元
年
度
事
業
報
告

①
営
農
指
導
事
業

園
芸
産
地
の
振
興
に
向
け
、
リ
ー
ス

ハ
ウ
ス
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ア
ン
ジ
ェ
レ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培

面
積
を
拡
大
し
、
ほ
場
整
備
と
一
体
的

な
品
目
と
し
て
白
ね
ぎ
の
栽
培
に
取
り

組
み
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
飼
料
用
米
・

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
安
定
的
な
生
産
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
県
央
地
区
畜
産

総
合
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
と
支
援
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
繁
殖
和
牛
の
増
頭

に
努
め
ま
し
た
。

②
販
売
事
業

事
前
契
約（
収
穫
前
）数
量
確
保
に

よ
る「
結
び
つ
き
米
」の
拡
大
に
努
め
、

需
要
に
合
っ
た
品
種
誘
導
の
提
案
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
品
質
向
上
の
た
め
、

「
ふ
る
い
目
1.9
ｍｍ
」へ
の
更
新
を
推
進

し
ま
し
た
。

園
芸
品
目
に
つ
い
て
は
、
市
場
の
出

荷
に
加
え
、
本
店「
販
売
戦
略
室
」と

連
携
し
、
直
接
販
売
強
化
に
よ
る
有
利

令
和
２
年
度
事
業
計
画

⑴
基
本
方
針

地
域
農
業
生
産
基
盤
の
拡
充
と
販
売

体
制
の
確
立
、
安
全
安
心
な
農
畜
産
物

の
提
供
に
努
め
、
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
一

層
発
揮
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
貢
献
し
、

次
世
代
に
つ
な
が
る
豊
か
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

①
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現

農
業
者
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
拡

大
・
地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、

農
業
を
支
え
る
担
い
手
の
育
成
・
支
援
、

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

②�

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の

実
現

豊
か
な
自
然
・
文
化
・
歴
史
あ
る
資

源
を
活
か
し
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を

維
持
・
形
成
し
て
い
く
た
め
、「
食
」

と「
農
」を
通
じ
た
社
会
づ
く
り
と
地

域
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
。

③
未
来
へ
つ
な
ぐ
経
営
基
盤
の
確
立

組
織
・
財
務
・
事
業
基
盤
の
維
持
・

販
売
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

③
経
済
事
業

生
産
資
材
に
つ
い
て
は
、
県
下
銘
柄

集
約
し
た
肥
料
農
薬
の
推
進
・
大
型
規

格
品
の
推
進
に
よ
り
、
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

店
舗
購
買
に
つ
い
て
は
、
地
産
地
消

を
基
本
と
し
た
産
直
の
拡
大
に
努
め
ま

し
た
。

葬
祭
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
質
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
研
修
等
を

実
施
し
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
利
用
者
に
満
足
い
た
だ
け
る
葬
儀

施
行
に
努
め
ま
し
た
。

④
信
用
・
共
済
事
業

貸
出
強
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
営
農

部
門
と
の
連
携
に
よ
る
農
業
担
い
手
へ

の
資
金
提
供
や
経
営
改
善
、
再
生
支
援

等
の
金
融
対
応
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
員
・
利
用
者
の
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
に
応
じ
た
資
産（
形
成
・
運
用
）

相
談
及
び
相
続
相
談
機
能
の
強
化
を
図

り
、
利
用
者
満
足
度
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
は
６
月

15
日
、地
区
本
部
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、

第
６
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
地
区

本
部
総
代
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

管
内
各
地
区
の
総
代
定
数
69
人
の

う
ち
、
44
人
の
総
代
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
事
業
報

告
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
は
次
の

と
お
り
で
す
。

地
区
本
部
総
代
説
明
会
開
催

第
６
回
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拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
人
を
育
て
る

職
場
づ
く
り
・
風
土
の
構
築
に
努
め
、

安
定
的
な
経
営
基
盤
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

⑵
事
業
方
針

①
営
農
・
農
業
振
興

ほ
場
整
備
事
業
と
一
体
と
な
っ
た
園

芸
品
目
の
推
進
と
、
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
を

活
用
し
た
園
芸
品
目
の
新
規
作
付
け
に

よ
る
生
産
量
の
拡
大
・
担
い
手
の
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
畜
産
産
地

基
盤
強
化
に
向
け
、
酪
農
・
養
鶏
の
生

産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
に
努
め
る
と
と

も
に
、
繁
殖
和
牛
増
頭
の
た
め
県
央
地

区
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
を
有
効
活
用
し
、

畜
産
農
家
の
労
力
軽
減
と
所
得
向
上
の

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
く
ら
し
の
活
動

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、「
食
と
農
」「
助
け

合
い
」を
柱
に
、
Ｊ
Ａ
を
拠
り
所
と
し

た
組
合
員
や
地
域
住
民
参
加
に
よ
る
生

き
が
い
・
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
女
性
・
青
年
組
織
と

の
更
な
る
連
携
に
よ
り
、
組
織
活
動
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

③
信
用
事
業

農
業
者
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
成

長
ス
テ
ー
ジ
等
を
踏
ま
え
た
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業

所
得
向
上
と
農
業
生
産
拡
大
に
貢
献

し
ま
す
。
ま
た
、
渉
外
担
当
や
窓
口

で
の
提
案
活
動
に
重
点
を
置
き
、
貯

金
・
貸
出
金
と
い
っ
た
生
活
基
盤
を
支

え
る
事
業
を
安
定
的
に
行
う
と
と
も
に
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
可
能
な
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
提
案
し
、
組
合

員
・
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

④
共
済
事
業

契
約
者
フ
ォ
ロ
ー
活
動（
３
Ｑ
訪
問

活
動
）を
徹
底
し
、
組
合
員
・
利
用
者

の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」の
総
合

保
障
の
提
供
と「
農
業
リ
ス
ク
診
断
活

動
」を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
安
心
」

と「
満
足
」を
提
供
し
、
利
用
者
満
足

度
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
購
買
事
業

生
産
資
材
供
給
に
お
い
て
は
、
営
農

指
導
部
門
・
販
売
部
門
・
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
一

体
と
な
っ
て
効
率
的
に
事
業
を
展
開
し
、

農
家
組
合
員
の
農
業
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
に
努
め
ま
す
。
生
活
物
資
供
給
に
お

財務・事業成績の推移� （単位：百万円）
区　　分 項　　　　目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

財　　務
事業利益 71 52 89 19�
経常利益 127 115 119 111�
当期剰余金 110 93 33 64�

信用事業 貯金 51,027 51,699 50,972� 49,612�
貸出金 13,670 13,685 13,818� 14,157�

共済事業 長期共済保有高 198,499 189,149 185,351� 180,261�
短期共済新契約掛金 601 590 583� 567�

購買事業 購買品供給高 2,496 2,522 2,219� 2,169�
販売事業 販売品販売・取扱高 3,046 2,981 3,221� 3,386�

業績還元実施額 6 4 2� 1�
（注１）財務項目は本店配賦後。貯金は譲渡性貯金を含みます。　（注２）販売品販売・取扱高は受託販売品と買取販売品の合計です。

い
て
は
、
組
合
員
・
利
用
者
に
満
足
い

た
だ
け
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑥
利
用（
葬
祭
）事
業

教
育
・
研
修
体
制
の
構
築
に
よ
る
計

画
的
な
人
材
育
成
に
よ
り
、
多
様
化
す

る
葬
祭
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
を
強
化
し
、

よ
り
高
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
組

合
員
・
利
用
者
の
負
託
に
応
え
る
葬
儀

施
行
に
努
め
ま
す
。
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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女

性
部
は
７
月
６
～
９
日
ま
で

の
間
、
令
和
元
年
産
の
玄
米

を
集
め
、
県
内
の
学
生
等
を

支
援
し
ま
し
た
。

　
同
女
性
部
が
集
め
た
玄
米

は
１
６
４
ｋｇ
で
、
中
に
は
30

ｋｇ
の
米
袋
を
持
参
し
た
部
員

も
お
り「
少
し
で
も
困
っ
て

　
温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合

が
７
月
10
日
、
温
泉
津
町
の

メ
ロ
ン
選
果
場
で
、
ゆ
の
つ

メ
ロ
ン
の
出
荷
式
を
開
き
ま

し
た
。

　
楫
野
弘
和
大
田
市
長
や
各

関
係
機
関
、
組
合
員
が
見
守

る
中
、
島
根
県
内
、
大
阪
等

へ
ゆ
の
つ
メ
ロ
ン
が
出
荷
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
厚
朴
邦
広
組
合

長
は「
出
荷
が
ど
う
な
る
か

心
配
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、

無
事
に
出
荷
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
う
。

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
が
、
健

康
に
気
を
付
け
て
、
組
合
員

一
同
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

減
収
と
な
っ
て
い
る
学
生
や
、

親
の
収
入
減
な
ど
で
必
要
性

の
高
く
な
っ
た
こ
ど
も
食
堂

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
支
援
す
る
団
体
は
、
Ｊ
Ａ

と
共
同
研
究
の
実
施
や
基
本

協
定
の
締
結
を
し
て
い
る
島

根
大
学
及
び
島
根
県
立
大
学
、

県
内
の
こ
ど
も
食
堂
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
話
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
楫

野
市
長
は「
生
産
者
の
皆
様

の
大
変
な
努
力
の
末
、
こ
の

よ
う
に
出
荷
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
喜
ば
し
く
感
じ

る
。
令
和
３
年
に
開
業
予
定

の
道
の
駅『
ご
い
せ
仁
摩
』

に
も
出
荷
い
た
だ
き
、
販
路

を
拡
大
し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
メ
ロ
ン
の
試
食
も
用
意
さ

れ
、
試
食
し
た
楫
野
市
長
は

「
非
常
に
美
味
し
い
。
夏
の

進
物
用
と
し
て
も
皆
さ
ん
に

お
勧
め
し
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

玄米の寄付をする森脇岸江女性部長

メロンを試食する楫野市長（右）

県
内
の
学
生
や
こ
ど
も
食
堂
へ
寄
付

●�

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部
が
お
米
の
支
援

1
TOPICS

大
田
市
長
が
味
に
太
鼓
判

●�

ゆ
の
つ
メ
ロ
ン
出
荷
式

4
TOPICS

　
市
内
の
各
種
団
体
で
構
成
す
る「
大
田
市
海
岸
を
美
し
く

す
る
活
動
実
行
委
員
会
」は
７
月
５
日
、
仁
摩
町
の「
琴
ヶ

浜
海
岸
」の
清
掃
作
業

を
し
、
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山

地
区
本
部
か
ら
50
名
の

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
毎
年
、

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
市

民
へ
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
、
ご
み
拾
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

丸
山
達
也
島
根
県
知
事
が

「
石
見
の
日
」と
し
て
、
県
内

西
部
の
各
地
域
を
訪
れ
、
鳥
井

町
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
す

る
岩
田
有
美
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
岩
田
さ
ん
が
所
属
す
る
石
見

銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合

の
岩
﨑
勝
男
組
合
長
も
同
行
し
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
や
地
域
農

業
に
つ
い
て
、
丸
山
知
事
と
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

仁
摩
町
の
琴
ヶ
浜
海
岸
で
開
催

●�

職
員
が
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2
TOPICS

生
産
者
を
激
励

●�

島
根
県
知
事
が
大
田
市
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
ハ
ウ
ス
訪
問

3
TOPICS

い
る
学
生
や
子
ど
も
た
ち
の

助
け
に
な
れ
ば
」と
話
し
ま

し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
女
性
部
の『
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
る
島
根
県
内
の
学

生
等
へ
の
支
援
活
動
』と
し

て
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
ず

訪問終了後の集合写真

海岸のごみ拾いをする職員
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院　
長

福ふ
く

田だ　
亮り

ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 ７月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

７月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

軽
度
認
知
障
害

　

Ｔ
Ｖ
で
も
最
近
、
軽
度
認
知
症
な
る

言
葉
を
聞
き
ま
す
。
認
知
症
の
軽
い
も

の
で
す
が
、
診
断
の
目
安
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
は
普
通
だ
と
思
う
が
、
家
族

が
物
忘
れ
外
来
に
連
れ
て
来
た
と
い
う

感
じ
で
す
。
75
歳
以
上
の
５
人
に
１
人

は
こ
の
範は

ん

疇ち
ゅ
うに
入
り
、
う
ち
20
％
程
度

の
人
が
２
年
以
内
に
認
知
症
が
進
行
す

る
そ
う
で
す
。
計
算
力
、
記
憶
力
よ
り

も
、
見
当
識
が
悪
い
と
進
行
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
見
当
識
と
は
、
い
わ
ゆ

る「
私
は
誰
、
こ
こ
は
何
処
、
今
日
は

何
日
？
」と
い
う
ア
レ
で
す
。
こ
う
い

う
の
が
出
て
く
る
と
、
危
険
信
号
で

し
ょ
う
か
。
認
知
症
予
防
に
あ
れ
こ
れ

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
統
計
的
に
見
て

み
る
と
、
あ
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
認

知
予
防
に
は
運
動
や
音
楽
な
ど
が
良
い

と
さ
れ
ま
す
が
、
運
動
で
も
効
果
に
違

い
が
あ
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
よ
う

に
集
団
で
行
う
と
効
果
が
低
く
、
２
人

で
踊
る
ダ
ン
ス
な
ど
は
効
果
が
あ
る
。

自
転
車
流
し
は
効
果
な
く
、
ゆ
っ
く
り

散
歩
は
効
果
あ
り
。
機
械
的
な
踏
み
台

昇
降
な
ど
は
効
果
な
く
、
水
泳
は
効
果

あ
り
。
学
術
で
は
、
将
棋
や
囲
碁
、
楽

器
演
奏
は
ダ
ン
ト
ツ
に
効
果
あ
り
。
面

白
い
こ
と
に
、
小
説
な
ど
を
書
く
よ
り

も
音
読
す
る
方
が
遥
か
に
効
果
的
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
数
人
で
の
茶
話
会
は

あ
ま
り
効
果
が
な
い
と
の
こ
と
。
意
外

な
と
こ
ろ
で
は
、
子
守
り
は
有
効
と
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、

単
に
筋
肉
を
動
か
し
て
い
る
だ
け
で
は

効
果
な
く
、常
に
周
り
を
意
識
し
た
り
、

視
界
に
常
に
新
し
い
情
報
を
入
れ
て
脳

を
賦ふ

活か
つ

す
る
と
い
う
こ
と
が
有
効
な
の

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。楽
器
な
ど
は
聴
覚
、

視
覚
、
触
覚
を
同
時
に
刺
激
す
る
こ
と

で
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
ダ
ン
ス

な
ど
も
相
手
と
息
を
合
わ
す
な
ど
、
頭

を
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
頭
を
使
う

究
極
が
将
棋
や
囲
碁
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
日
々
の
参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
、
こ
れ
は
進
行
予
防

の
話
で
あ
り
、
出
来
上
が
っ
た
認
知
症

に
有
効
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

認
知
に
な
れ
ば
子
守
り
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う（
汗
）。
予
防
薬
が
無
い
現
在
、

早
め
に
こ
れ
ら
を
取
り
入
れ
て
み
る
と

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▶
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
育
て
て
い
き
ま

す
。

▶
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

三
瓶
町
志
学

高
田
　
　
拓 

さ
ん

三
瓶
町
多
根

木
村
　
富
栄 

さ
ん

令
和
２
年
７
月
15
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 11 723,800 382,800 576,700 56,271 -80,761 283 293
中央 74 1,553,200 361,900 648,286 100,290 -43,901 279 281
県 114 1,553,200 110,000 589,561 41,565 -80,471 281 284

ヌキ
管内 9 740,300 608,300 668,556 34,860 -148,464 323 280
中央 112 935,000 309,100 656,857 16,782 -167,369 303 275
県 191 935,000 33,000 649,294 9,219 -158,704 309 276

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 志学 高田　雅晴 363 284 紀多福 華春福 百合茂 金幸

2 富山 白石　　祐 321 288 隆之国 百合茂 勝忠平 安福久

3 富山 白石　　祐 327 281 福大勝 徳悠翔 安平照 北国７の８

4 井田 森　　徳行 341 283 諒太郎 平茂晴 平茂勝 飛騨白清

5 山口 三浦　英範 320 275 福之姫 第2平茂勝 茂重桜 糸光 ◆

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 多根 木村　　幹 306 286 美津照重 秋忠平 平糸勝 第7福桜

2 長久 中原真由美 313 311 久茂福 勝忠平 安福165の9 平茂勝

3 水上 ㈱大田原農場 319 264 幸紀雄 華春福 勝忠平 安平

4 志学 高田　雅晴 277 288 幸紀雄 耕富士 秀正実 忠富士

5 富山 神谷　光夫 283 264 美津照重 福平高 平糸勝 茂重桜

15

石見銀山地区本部版



このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪

■「
菜
根
館
」の
入
学
式
の
様
子
を
偶
然
テ
レ
ビ
で
観
て
い
る
と
き
、

知
り
合
い
の
人
を
見
つ
け
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
感
心

し
ま
し
た
。
入
学
式
の
写
真
を
見
て
、
改
め
て
エ
ー
ル
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。�

（
Ｈ
さ
ん
）

■
７
月
号
の「
健
康
豆
知
識
」に
何
故
！
ど
う
し
て
！
な
る
ほ
ど
！�

で
も
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に
ゴ
ク
リ
…
。�

（
Ｓ
さ
ん
）

■
今
年
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉
ね
ぎ
の
で
き
が
悪
い
と
の
こ
と
！
い
つ

も
は
小
さ
い
イ
モ
を
い
た
だ
き
、
素
揚
げ
に
し
て
美
味
し
く
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
ゼ
ロ
で
す
。�

（
Ｈ
さ
ん
）

■
家
時
間
を
充
実
さ
せ
よ
う
！
と
、
懸
賞
を
始
め
ま
し
た
。
か
わ
い

い
切
手
を
集
め
た
り
、
デ
コ
用
の
シ
ー
ル
を
買
っ
た
り
、
ウ
キ
ウ
キ

し
ま
す
。
で
も
、
同
じ
よ
う
に
考
え
る
人
が
多
い
の
か
、
全
く
当
た

り
ま
せ
ん
。（
涙
）�

（
Ｉ
さ
ん
）

■
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
大
田
市
内
で
も
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
今
年
も
例
年
通
り
に
ゆ
の
つ
メ
ロ
ン
を
お

中
元
に
贈
り
ま
し
た
。
み
ん
な
、
楽
し
み
に
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

甘
く
て
美
味
し
い
メ
ロ
ン
で
す
。�

（
Ｋ
さ
ん
）

■
高
齢
者
に
な
り
、
出
掛
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、「
わ
い
わ
い

ひ
ろ
ば
」を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

（
Ｋ
さ
ん
）

読 者 コ ー ナ ー

■
や
は
り
、
夏
は
暑
く
な
い
と
、
作
物
も
き
ち
ん
と
生
長
し
ま
せ
ん

よ
ね
。
今
年
は
天
領
さ
ん
や
花
火
大
会
が
中
止
に
な
り
残
念
な
夏
で

す
が
、来
年
こ
そ
、今
ま
で
通
り
の
夏
が
来
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

�

（
Ｍ
さ
ん
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
７
月
豪
雨
災
害
と
、
辛
く
悲
し

い
こ
と
が
多
い
で
す
。
一
日
も
早
い
収
束
と
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。
少
し
ば
か
り
で
す
が
義
援
金
を
送
っ
て
、
大
変
な
方
を
応
援
し

て
い
ま
す
。�

（
Ｎ
さ
ん
）

■
孫
の
た
め
に
と〝
す
い
か
〟に
挑
戦
。
な
ん
だ
か
今
年
は
、
畑
も

元
気
が
な
い
よ
う
な
。
う
ち
だ
け
で
し
ょ
う
か
…
。
や
は
り
、
仕
事

の
合
間
に〝
ち
ょ
こ
っ
と
〟で
は
だ
め
で
す
ね
。
畑
づ
く
り
を
甘
く

み
る
な
！！
と
、
叱
ら
れ
そ
う
で
す
。�

（
Ｔ
さ
ん
）

お
盆
も
過
ぎ
ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
暑
い
で
す
ね
。
夏
ら
し
い

行
事
も
な
く
、
暑
い
以
外
は
季
節
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
マ
ス
ク
を
着
け
る
と
、
な
お
暑
い
…
。
熱
中
症

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
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子育て応援サービス
お子様お一人につき当初特約期間の適用金利を
年0.1％引下げいたします。
※最大年0.3％の金利引下げを行います。
※こ融資実行時に0歳以上18歳未満もしくは満18歳となった最初の3月31日を迎えるまでのお子様が対象となります。
※当初特約期間中にご返済の滞りなどが発生した場合には、本サービスの適用を中止します。

金利に上限を設定！

ご安心ください！変動金利に上限を設定します！

住宅ローンと他金融機関で
借入中のローンをまとめることができます

他金融機関でお借入中の「マイカーローン」「教育ローン」「フリーローン（目
的型）」等を住宅の新築・購入・借換資金と合わせて（まとめて）お借入する
事が出来ます。

他金融機関からお借換えされると
年0.1％金利引下げ

年0.1％他の金融機関でご利用中の住宅ローンをJAにお借換えされる場
合は、当初特約期間の適用金利を年0.1％引下げいたします。
※各種、金利引き下げサービス併用の場合、引き下げ幅は最大年0.3％となります。 
※JA住宅ローンのご利用に際しては、組合員加入のための出資が必要となります。
※印紙税が別途必要となります。

詳しい情報はインターネットからもお調べいただけます。 JAバンクしまね 検索

お借入期間は最長10年

①子育て応援サービス対象の方　②当ＪＡに給与または年金の受取口座を指定いただいている方
③当ＪＡで年金受取をご予約いただいた方

金利引下げ 金利引下げ

あらかじめご利用枠をご契約いただくことで、
必要な時に簡単なお手続きでお借入れいただけます。

下記
①～③の
いずれかに
該当する
方は

下記
①～③の
いずれかに
該当する
方は

下記
①～③の
いずれかに
該当する
方は

下記
①～③の
いずれかに
該当する
方は

は
き
引
り
取
お
の
と
Ａ
Ｊ

も
様
客
お
う
い
と
ら
か
れ
こ

！
い
さ
だ
く
談
相
ご
に
軽
気
お

休
日ロ
ン会
談
相

夏
の

ね
ま
し
Ａ
Ｊ

8/23
9:00-12:00 日

教育ローン

マイカーローン住宅ローン

ローンに関するご相談をいただいた方へ

よりぞうバスタオル
プレゼント!!

品切れの場合は他の粗品に
かえさせていただきます。
写真はイメージです。

Ⓒよりぞう

■会　場■ JA石見銀山地区本部（長久町長久ハ56-1）　■お問い合わせ■ JA金融課　☎0854-84-9054
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平
成
30
年
４
月
６
日
、
発
電
所
管
理

人
が
１
３
５
kw
の
出
力
を
記
録
し
た
の

が
、
55
年
間
に
お
よ
ぶ
三
瓶
発
電
所
の

最
後
の
発
電
出
力
で
し
た
。

４
月
９
日
午
前
１
時
32
分
、
島
根
県

西
部
地
震
が
発
生
。

大
田
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
こ
の
地
震
は
、
夜
中
に
発
生
し
、
夜

が
明
け
る
ま
で
身
体
に
感
じ
る
余
震
が

数
回
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見

銀
山
地
区
本
部
に
は
、
早
朝
よ
り
地
域

の
被
害
状
況
の
連
絡
が
あ
り
、
加
入
さ

れ
て
い
る
建
物
更
生
共
済
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

の
対
応
体
制
を
整
え
、
応
援
の
職
員
も

含
め
現
地
へ
の
調
査
に
向
か
っ
た
そ
の

時
に
、
発
電
所
管
理
人
か
ら
叫
ぶ
よ
う

な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
導
水
路
が
崩

壊
し
て
い
る
と
。

直
ち
に
電
気
主
任
技
術
者
が
発
電
所

の
機
器
を
停
止
、
管
理
担
当
者
が
発
電

所
に
向
か
い
、
確
認
し
て
み
る
と
流
水

量
が
少
な
く
、
春
の
農
業
用
水
の
供
給

は
な
ん
と
か
な
る
も
の
の
、
発
電
に
は

水
量
不
足
の
状
況
で
し
た
。
い
っ
た
い
、

導
水
路
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
現

地
調
査
を
決
意
し
て
、
管
理
人
と
一
緒

に
山
中
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

現
場
は
主
流
の
取
水
口
か
ら
40
ｍ
地

点
で
、
山
の
北
側
斜
面
に
沿
っ
て
設
置

さ
れ
た
導
水
路
が
20
ｍ
以
上
損
壊
し
て

お
り
、
行
き
場
を
失
っ
た
水
が
今
に
も

崩
れ
落
ち
そ
う
な
導
水
路
の
口
か
ら
無

情
に
も
流
れ
落
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
で
す
。
ゴ
ー
と
い
う
地
鳴
り
が
聞
こ

え
、
直
後
に
余
震
と
思
わ
れ
る
揺
れ
が

襲
っ
て
き
ま
し
た
。
急
な
斜
面
の
う
え
、

崩
落
箇
所
の
す
ぐ
近
く
で
足
場
が
悪
い
。

さ
ら
に
倒
木
の
枝
木
が
斜
面
に
沿
っ
て

ず
り
落
ち
て
き
ま
す
。
早
々
に
調
査
を

終
え
、
他
に
も
被
害
が
な
い
か
確
認
に

向
か
い
ま
す
。
サ
イ
フ
ォ
ン
管
と
い
う

鉄
管
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
の
漏
水
も
確

認
し
、
直
ち
に
経
済
産
業
省
に
報
告
し

ま
し
た
。

実
は
、
三
瓶
山
周
辺
の
地
震
は
今
回

が
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
53

年
６
月
４
日
に
三
瓶
山
南
東
で
発
生
し

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.1
の
地
震
は
、
三

瓶
町
志
学
地
区
を
中
心
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
そ
の
地
震
で

の
大
き
な
発
電
所
被
害
は
記
録
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
今
回
の
地
震
も
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
6.1
、
震
源
地
と
の
距
離
も
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。
た
だ
、
方
向
が
違
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
山
の
北
側
斜
面
に
東

西
に
沿
っ
て
走
っ
て
い
る
導
水
路
を
上

下
に
揺
ら
す
力
が
働
い
た
よ
う
で
、
結

果
と
し
て
斜
面
か
ら
導
水
路
を
引
き
ず

り
落
と
す
形
に
な
っ
た
と
推
測
し
ま
し

た
。半

世
紀
を
越
え
る
苦
闘
の
発
電
の
歴

史
を
経
て
、
明
日
へ
の
展
望
が
開
け
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
開
始
目
前
、
多

く
の
人
の
期
待
を
担
っ
た
事
業
が
…

悲
劇
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
で
は
多
く
の
人
々
が
地
震
被
害

に
直
面
し
て
い
る
状
況
で
、
ま
ず
は
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
が
優
先
で
し
た
が
、

５
月
に
入
り
導
水
路
復
旧
工
事
の
た
め

の
調
査
・
設
計
が
進
む
と
、
な
ん
と
か

先
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
は
、
自
然
災
害
が
多
発
し

た
年
で
し
た
。
４
月
の
島
根
県
西
部
地

震
、
６
月
の
大
阪
府
北
部
地
震
、
７
月

の
西
日
本
豪
雨
、
９
月
の
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
、
８
～
10
月
に
は
５
つ
の
台

風
被
害
が
発
生
し
、
建
設
業
界
も
休
む

暇
も
な
い
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
三
瓶
発
電
所
の
工
事
に
は
、

法
令
に
よ
る
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。
県

道
三
瓶
公
園
線
側
か
ら
静
間
川
の
対
岸

に
仮
設
橋
を
設
置
す
る
期
間
が
10
月
中

旬
～
６
月
中
旬
と
限
定
さ
れ
て
お
り
、

橋
を
使
う
工
事
は
そ
の
期
間
に
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
調
査
・

設
計
や
資
材
確
保
、
各
手
続
き
に
時
間

を
要
す
こ
と
も
あ
っ
て
、
着
工
を
１
年

延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
も
、
三
瓶
発
電
所
は
、
被
災

し
た
主
流
導
水
路
を
塞
ぎ
、
支
流
か
ら

の
取
水
を
継
続
し
て
、
農
業
用
水
の
供

給
と
い
う
も
う
一
つ
の
使
命
を
全
う
し

て
い
ま
し
た
が
、
流
水
量
不
足
の
た
め
、

再
び
発
電
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

時
代
は
、
昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し
て

令
和
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

�

〈
次
回
に
続
く
〉

小水力発電所物語 ４

地震により崩落した導水路
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JAグリーンおおだ

９月は、休まず営業いたします。
・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

年金無料相談
複雑な年金手続きのお手伝いをいたします。
どなたでもお気軽にご来店ください。

※時間は９：00〜15：00

9月27日(日)　JA高山支店� ☎0854-89-0533

「デイキャンプで簡単レシピ」
今月の料理

波根町
　岩谷　和樹さん ご家族

③豚肉肩ロースのロースト
＜材料＞
　豚肉肩ロース�������������� 200g
　すりおろしニンニク������������適量
　マジックソルト��������������適量

＜作り方＞
❶  豚肉の表面と裏面にすりおろしニンニクを塗り込む。
❷  塗り込んだ上からマジックソルトを振りかけて、
更に塗り込む。

❸  熱したダッチオーブンで焼いて、豚肉の表面と裏
面に焼き目をつける。

❹  焼き目がついたら、一度取り出しアルミホイルで
包み、再びダッチオーブンに入れて蓋をして、15
分程度火を通す。

❺  全体に火が通ったら完成。

①

②

③

提供：石見銀山産直出荷者協議会

②鶏肉と野菜のロースト
＜材料＞
　にんじん���� １本
　玉ねぎ����� １個
　ジャガイモ��� ３個
　ズッキーニ��� １本

　鶏もも肉���� １枚
　塩こしょう��� 適量
　ローズマリー�� ３枝

＜作り方＞
❶  にんじんは皮を剥かず適度な大きさに切り、玉ねぎ
は4等分に切る。ジャガイモは皮を剥かずに2等分
する。ズッキーニは１㎝程度の輪切りにする。

❷  鶏もも肉に塩こしょうを振って塗り込む。
❸  ダッチオーブンに切った野菜を敷き詰め、その上に
鶏もも肉をのせ、ローズマリーを添える。

❹  蓋をして、15分程度火にかける。
❺  全体に火が通ったら完成。

①ミネストローネ
＜材料＞
　玉ねぎ��������１個
　トマト�������３個
　茄子��������１本
　ズッキーニ�����２本
　にんじん������１本
　

　ベーコン�
　��50～100g(お好みの量で)
　オリーブオイル���適量
　水��������500㎖
　顆粒コンソメ����適量
　塩こしょう�����適量

＜作り方＞
❶  玉ねぎ、トマト、茄子、ズッキーニ、にんじん、ベーコン
を1～2㎝角程度に切る。

❷  熱した鍋にオリーブオイルを入れ、ベーコンから炒める。
❸  野菜を入れて一緒に炒める。
❹  炒めたら、ひたひたになるまで水を入れて、顆粒コンソメ
を加え、煮込む。

❺  沸騰して材料に火が通ったら、塩こしょうで味を調えて完成。

19

石見銀山地区本部版



2020年
８
月
19日
付
発
行（
月
１
回
発
行
）


